
『タイムスケジュール』明確化による現場意識改革愛知県
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► 荷主企業（発荷主）：セキスイハイム工業（株）、本社：埼玉県蓮田市

ユニット住宅•関連部材の組立、製造
（着荷主）：セキスイハイム中部（株）、本社：愛知県名古屋市

ュニット住宅の販売・設計・施工管理

► 運送事業者：豊橋センコー運輸（株）、本社：愛知県豊橋市
センコーグループの関連会社。全荷物の約7割が発荷主の住宅ユニット輸送を占める。

► 荷種：住宅のユニット•関連部材
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I 課題解決に向けた取り組み

着荷主と運送事業者との朝のミーティング時に、「据付工程の流れ」「休憩のタイミング」

「据付工程別の作業終了予定時間」といった『タイムスケジュール（予定）』を明確にする
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加 据付工事ミーティングシート朝のミーティング時の風景

I 取り組みによる成果 取り組みによる拘束時間削減の兆しが見え始めた

■適時的確な据付工事
■ドライバーの拘束時間に対する工事主任の意識向上

■「いつ作業が終了するか分からない」といった運送事業者の心理的負荷が軽減
■遅延が生じた際に、「何故遅れているのか」と着荷主への問い合わせが容易に
■待ち時間の発生が見込まれる現場において、ドライバーができるだけ早く解放できるよ
う調整事項の検討ができる（休憩に入るタイミングの変更や部材の仮置きなど）

着荷主

運送事業者
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■ 昨年度は、運送事業者と発荷主において、ドライバーの拘束時間削減に向けた取り
組みを実施。今年度からは、新たに着荷主を事業実施者に加えて取り組みを実施。

■据付現場の工事主任（着荷主）は、多数の現場を抱えており、ドライバーの拘束時間
にまでなかなか意識がまわっていなかった。

■住宅のタイプやユニット数が多種多様であり、物件ごとに作業時間を標準化すること
が難しいため、各現場の工務店、さらにはエリアごとにも作業時間に差が生じている。
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■ 工事主任（着荷主）と輸送リーダー（運送事業者）間の朝のミーティング時に当日の
『タイムスケジュール（予定）』を明確化し、共有する

■ ドライバーの待ち時間の発生有無を事前に把握することにより、ドライバーの拘束時

間削減に向けて、休憩に入るタイミングの変更や部材の仮置きなど、工事主任と輸送
リーダー間で事前に調整事項を検討できるようにする。

■工事主任に対して、「据付前の朝礼で据付予定時間を報告する」ことを行動指針とし
て提示。上記に加えて、工事主任が毎日記載する据付工事日報に、翌日の朝礼時の
据付予定時間を記入するように指示する。

■事業を開始するが、各施工現場で実際に取り組みが実施されるまでには時間を要し
た。要因として、工事主任の事業に対する意識が十分に高まっていなかったことや、

『タイムスケジュール』を設定することで工事主任がその時間を守らなければならなく
なるというネガティブな意識が働いてしまったことが挙げられる。

■ 上記の進捗を受けて、①あくまでも『タイムスケジュール』は目安であり、絶対厳守す
べきスケジュールではないことを周知②発荷主・着荷主の管理·監督者が現場をラ
ンダムに巡回して取り組みを徹底するよう指導これら二点の取り組みにより、徐々
に現場における取り組み実施率を向上させた。
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■ 『タイムスケジュール』を設定することで、予定より時間が前後したかどうかが明確に

なり、何故そうなったのか要因を探ることにつながる。こうしたノウハウの蓄積は、現
場管理や工程標準化に留まらず、部材設計などの川上業務にも展開ができる。
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■発荷主と着荷主、運送事業者の三者が一堂に会して、ドライバーの拘束時間削減に
向けて協議する場をつくることができた。

■着荷主に負担がかかり過ぎないよう配慮するだけでなく、現場の一体感の醸成を考
慮しながら事業に取り組んだ。

■事業を開始して終わりではなく、フォローを続けることで、工事主任の取り組みに対す
る誤解を徐々に解いていった。
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